
 建築学会埼玉支社主催による「埼玉住まい・まちづくり交流展」のポスターが出来上

がり、配布を始めた。 
 
 今年の交流展は、熊谷で開催させて頂く事にした。埼玉支所長在任中は、我が地

元で開催する事に躊躇があった。コロナ禍で開催が見送られていた春日部市での交

流展も昨年無事に終了し、この間３期６年の支所長も白江龍三氏にバトンタッチする

事が出来た。幸い役員会で熊谷開催を御承認頂き、有難い機会を頂いたのである。 
 
 今回の交流展のテーマを「ナラティヴ」とさせて頂いた。 
 
 言葉は、時代を反映し生まれ、そのまま使われ続けるものもあれば時代に消費され

てしまうものもある。ナラティヴも、聞き慣れない片仮名言葉ではあるが、私の記録で

は２０２１年の夏に新聞に見つけ興味を持った事を記憶している。 
 ナラティヴは物語と訳されて使われている。今日、何故注目するかと言う一番の理

由は、物語として使われる「ストーリー」と比較する事で御理解頂けるのではないだろ

うか。ストーリーは、物語の筋書きや内容そのものを指すが、ナラティヴは語り手自身

が紡いでいく物語である。ストーリーには、聞き手も語り手も介在しないが、ナラティヴ

は私が貴方に語る物語なのである。故に、メッセと言う場が必要になる。 
  
 加えて「メッセワーク」と「ネットワーク」を比べて見る必要もありそうだ。「メッセ」と

は、教会の前に人々が集まり物や情報を交換する小さな市場を言う事から始まって

いる。 
 情報化社会が一般にリアリティーを持たない時代には、「ネットワーク」と言う言葉自

体が極めてフレッシュであった。フットワークやハンドワークと言う身体にワークを付け

る事で理解していた時代に、ネットワークは新たな時代の象徴として私達の生活の中

にリアルな実感として取り込まれて行った。そんな時代に、ネットワークに対峙する言

葉として「メッセワーク」と言う言葉を造語して私達は使っていた。ネットワークは場と

時間を超越した情報の広がりを持つが、それに対して場と時間を共有する一期一会

の関係から生まれた情報の交換を「メッセワーク」と呼んだのである。 
 
 今回、改めて「ナラティヴ」と「メッセワーク」と言う言葉を登場させる事で、今日の混

沌とした情報化社会への新たなテーゼにしたいと思っている。 
 ポスターを見て、そこに書かれた言葉の違和感が時代を再考するエネルギーとな

り、フレッシュな言葉が意味と力を持つ事で生まれた新たな視点から「住まいとまちづ

くり」を考える「交流展」にしたい・・と言うコンスピラシー・企みが、今回我が思いとして

裏打ちされているのである。 



 
 多くの皆様の御理解と御参加をお待ち申し上げます。 
 




